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組織にとっての持続可能性の適合性と、その戦略に
関する組織の最高意思決定者（CEO、会長またはそ
れに相当する上級幹部）の声明

主要部署、事業会社、子会社および共同事業などの
組織の経営構造

参入市場（地理的内訳、参入セクター、顧客／受益者
の種類を含む）

組織が事業展開している国の数および大規模な事
業展開を行っている、あるいは報告書中に掲載されて
いるサステナビリティの課題に特に関連のある国名

商業活動、現物支給、または無料奉仕を通じて、主に
公共の利益のために提供されるインフラ投資および
サービスの展開図と影響。

報告書のバウンダリー（国、部署、子会社、リース施
設、共同事業、サプライヤー（供給者）など）の詳細は、
GRIバウンダリー・プロトコルを参照のこと

報告書の外部保証添付に関する方針および現在の
実務慣行。サステナビリティ報告書に添付された保
証報告書内に記載がない場合は、外部保証の範囲
および基盤を説明する。また、報告組織と保証の提
供者との関係を説明する。

報告書内の指標およびその他の情報を編集するた
めに適用された推計の基となる前提条件および技法
を含む、データ測定技法および計算の基盤

省エネルギーおよび効率改善によって節約されたエ
ネルギー量。

エネルギー効率の高いあるいは再生可能エネル
ギーに基づく製品およびサービスを提供するための
率先取り組み、およびこれらの率先取り組みの成果
としてのエネルギー必要量の削減量。

保護地域および保護地域外で、生物多様性の価値
が高い地域での生物多様性に対する活動、製品お
よびサービスの著しい影響の説明。

生物多様性への影響をマネジメントするための戦
略、現在の措置および今後の計画。

重量で表記する直接および間接的な温室効果ガス
の総排出量。

種類別および重量で表記するNOx、SOxおよびそ
の他の著しい影響を及ぼす排気物質。

バーゼル条約付属文書Ⅰ、Ⅱ、ⅢおよびⅧの下で有
害とされる廃棄物の輸送、輸入、輸出、あるいは処
理の重量、および国際輸送された廃棄物の割合。

参入、事業展開および撤退を含む、コミュニティに対
する事業の影響を評価し、管理するためのプログラム
と実務慣行の性質、適用範囲および有効性。

各種手順により必要とされている製品およびサービ
ス情報の種類と、このような情報要件の対象となる
主要な製品およびサービスの割合。

温室効果ガス排出量削減のための率先取り組みと
達成された削減量。

戦略の設定または全組織的監督など、特別な業務を
担当する最高統治機関の下にある委員会を含む統
治構造（ガバナンスの構造）

組織が予防的アプローチまたは原則に取り組んで
いるかどうか、およびその方法はどのようなものかに
ついての説明
外部で開発された、経済的、環境的、社会的憲章、
原則あるいは組織が同意または受諾するその他の
イニシアティブ
組織が以下の項目に該当するような、（企業団体な
どの）団体および／または国内外の提言機関におけ
る会員資格

経済的、環境的、社会的パフォーマンス、さらにその
実践状況に関して、組織内で開発したミッション（使
命）およびバリュー（価値）についての声明、行動規
範および原則

主要な影響、リスクおよび機会の説明

組織の名称

主要なブランド、製品および/またはサービス

組織の本社の所在地

所有形態の性質および法的形式

報告組織の規模

報告期間中の受賞歴

提供する情報の報告期間（会計年度／暦年など）

報告サイクル（年次、半年ごとなど）

報告書またはその内容に関する質問の窓口

報告書の内容を確定するためのプロセス

報告書内の標準開示の所在場所を示す表

目標とパフォーマンス 

方針

目標とパフォーマンス 

方針 

組織の責任 

監視およびフォローアップ

使用原材料の重量または量。

リサイクル由来の使用原材料の割合。

一次エネルギー源ごとの直接的エネルギー消費量。

一次エネルギー源ごとの間接的エネルギー消費量。

水源からの総取水量。

保護または復元されている生息地。 

方針 

組織の責任 

研修および意識向上 

監視およびフォローアップ

方針 

水質および放出先ごとの総排水量。

種類および廃棄方法ごとの廃棄物の総重量。

種類別の環境保護目的の総支出および投資。

方針

組織に参画したステークホルダー・グループのリスト

参画してもらうステークホルダーの特定および選定の基準
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※GRI（Global Reporting Initiative：国連環境計画の公認協力機関）ガイドライン：企業
がＣＳＲ報告書、サステナビリティレポート、環境報告書等を作成する際に参考として
いるガイドライン。
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